
『
今
昔
物
語
集
』
（
以
下
、
「
今
昔
」
と
略
す
）
最
古
の
写
本
で
あ
る
鈴
鹿

本
（
奈
良
本
）
が
平
成
三
年
一
○
月
に
鈴
鹿
家
よ
り
京
都
大
学
附
属
図
書
館

に
寄
贈
さ
れ
、
平
成
八
年
六
月
国
宝
に
指
定
さ
れ
た
。
平
成
九
年
五
月
に
は

（
１
）

（
２
）

影
印
版
が
刊
行
さ
れ
、
長
く
「
幻
の
秘
本
」
的
存
在
で
あ
っ
た
鈴
鹿
本
の
全

貌
が
明
ら
か
に
な
り
、
『
今
昔
」
の
研
究
は
新
た
な
る
段
階
を
迎
え
る
こ
と

と
な
っ
た
。

極
め
て
興
味
深
い
の
は
、
鈴
鹿
本
の
「
綴
じ
糸
」
を
炭
素
脚
を
使
っ
て
年

代
測
定
す
る
と
、
最
も
古
い
も
の
が
一
○
○
○
～
一
二
○
○
年
の
暦
年
代
を

（
４
）

示
し
た
と
い
う
鑿
寒
あ
る
．
「
鈴
鹿
本
は
平
安
末
・
院
政
期
頃
の
書
写
」
、

「
紙
質
や
時
代
色
、
字
体
や
筆
遣
い
か
ら
見
て
、
鈴
鹿
本
の
書
写
は
鎌
倉
中

舎
ｂ
｝

期
以
前
、
あ
る
い
は
院
政
期
に
ま
で
遡
り
得
る
」
と
の
推
定
説
に
加
え
、
こ

の
測
定
結
果
に
よ
り
、
「
鈴
鹿
本
が
「
今
昔
」
成
立
後
き
わ
め
て
早
い
時
期

（
５
）

の
写
本
」
で
あ
る
可
能
性
が
ま
す
ま
す
強
ま
る
こ
と
と
な
り
、
注
目
さ
れ
る
。

は
じ
め
に

『
今
昔
物
語
集
』
に
お
け
る
二
諦
説
と
往
生
話

Ｉ
こ
と
に
南
都
成
立
疑
問
説
に
関
し
て
Ｉ

『
今
昔
物
語
集
』
に
お
け
る
二
諦
説
と
往
生
話

『
今
昔
」
の
成
立
圏
に
関
し
て
は
、
一
九
七
○
年
代
に
南
都
成
立
説
と
天

台
成
立
説
と
に
よ
る
論
争
が
行
わ
れ
た
。
鈴
鹿
本
が
南
都
で
書
写
さ
れ
た
と

（
７
）

み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
南
都
成
立
説
が
注
目
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
論
争
の
結

（
８
）

果
、
南
都
成
立
説
は
「
内
部
徴
証
」
に
反
す
る
と
し
て
否
定
さ
れ
、
天
台
成

立
説
が
ほ
ぼ
定
説
化
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

確
か
に
、
鈴
鹿
本
が
『
今
昔
』
成
立
後
き
わ
め
て
早
い
時
期
の
写
本
で
あ

る
こ
と
は
『
今
昔
』
南
都
成
立
説
に
は
都
合
の
よ
い
こ
と
で
は
あ
る
が
、
そ

れ
は
「
今
昔
』
の
成
立
圏
を
特
定
す
る
た
め
の
条
件
に
は
直
結
し
な
い
。
成

立
を
明
ら
か
に
す
る
決
定
的
な
資
料
が
出
現
し
て
い
な
い
現
在
、
『
今
昔
』

の
成
立
圏
を
特
定
す
る
た
め
に
は
、
「
内
部
徴
証
」
に
よ
る
詳
細
な
研
究
を

地
道
に
積
み
重
ね
て
行
く
し
か
方
法
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

最
初
筆
者
も
、
『
今
昔
」
は
天
台
系
の
成
立
で
あ
ろ
う
と
認
識
し
て
研
究

を
進
め
て
い
っ
た
の
で
あ
る
が
、
研
究
が
進
む
に
つ
れ
て
天
台
成
立
説
に
合

致
し
な
い
事
例
が
多
く
見
出
せ
る
よ
う
に
な
り
、
天
台
成
立
説
に
疑
問
を
抱

く
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
、
『
今
昔
』
が
成
立
し
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る

院
政
期
の
主
要
宗
派
で
あ
る
南
都
六
宗
（
倶
舎
宗
、
成
実
宗
、
律
宗
、
法
相

原
田
信
之

一



宗
、
三
論
宗
、
華
厳
宗
）
と
平
安
二
宗
（
天
台
宗
、
真
言
宗
）
の
八
宗
す
べ

て
に
つ
い
て
、
『
今
昔
」
全
巻
と
の
関
連
性
を
調
査
研
究
し
、
「
内
部
徴
証
」

か
ら
「
今
昔
」
は
「
南
都
法
相
系
成
立
」
で
あ
る
可
能
性
が
最
も
高
い
と
推

定
す
る
に
至
っ
た
。
こ
れ
ま
で
、
そ
の
成
果
の
一
部
を
論
文
化
し
て
き
た
わ

｛
９
－

け
で
あ
る
が
、
筆
者
の
説
に
対
し
、
最
近
、
岩
田
諦
靜
氏
が
「
法
相
教
学
と

一
ｋ
一

文
学
Ｉ
こ
と
に
「
今
昔
物
語
集
一
一
に
閏
し
て
ｌ
」
と
い
う
論
文
を
発
表
さ
れ

た
（
以
下
、
「
岩
田
論
文
」
と
略
す
）
。
こ
の
論
文
は
原
田
諭
を
否
定
す
る
た

－
１
－

め
だ
け
に
書
か
れ
た
も
の
で
、
拙
槁
四
編
に
対
し
て
、
「
法
相
教
学
の
基
本

一
旧
）

的
立
場
か
ら
疑
問
を
提
し
た
」
も
の
だ
と
い
う
。
こ
の
岩
田
論
文
の
批
判
に

答
え
る
も
の
と
し
て
、
筆
者
は
拙
稿
「
法
相
教
学
と
『
今
昔
物
語
集
』
ｌ
こ

．
《
旧
〕

と
に
南
都
成
立
疑
問
説
に
関
し
て
ｌ
」
を
発
表
し
、
岩
田
論
文
が
前
半
部
で

最
も
強
く
主
張
し
て
い
る
、
法
相
宗
三
時
教
判
の
「
第
三
時
教
に
は
理
論
と

し
て
は
、
「
法
華
経
』
「
浬
梁
経
』
を
含
む
こ
と
に
無
理
が
あ
る
」
と
い
う
批

判
が
不
当
な
も
の
で
あ
り
、
全
く
成
立
し
え
な
い
も
の
で
あ
る
点
を
論
じ
た
。

本
稿
は
、
前
稿
一
法
相
教
学
と
「
今
昔
物
語
集
」
」
に
続
け
て
岩
田
氏
の

南
都
成
立
疑
問
説
に
対
し
て
疑
問
を
再
提
示
し
、
南
都
説
が
成
立
し
え
な
い

の
か
、
成
立
す
る
の
か
を
「
法
相
教
学
の
基
本
的
立
場
」
に
立
っ
て
再
考
察

す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
本
稿
で
は
、
紙
数
の
関
係
か
ら
前
稿
で
論
じ
る

こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
四
重
二
諦
説
、
行
位
説
と
往
生
話
等
の
問
題
を
中
心

と
し
て
考
察
を
進
め
る
こ
と
と
し
た
い
（
相
承
の
問
題
は
、
別
稿
に
譲
っ
た
）
。

｜
ゞ
法
相
宗
四
重
二
諦
と
．
『
今
昔
』

岩
田
論
文
「
四
、
法
相
宗
四
重
二
諦
説
」
に
お
い
て
、
氏
は
、
拙
槁
二
今

｛
い
）

昔
物
語
集
』
の
「
仏
法
」
と
「
世
俗
」
ｌ
法
相
宗
四
重
二
諦
と
の
関
係
ｌ
」

に
対
す
る
批
判
を
述
べ
て
い
る
。
氏
は
ま
ず
、
「
職
伽
行
唯
識
学
説
に
は
理

論
（
思
想
・
哲
学
）
と
し
て
は
、
阿
頼
耶
識
説
と
三
性
説
と
が
あ
る
。
法
相

宗
唯
識
は
阿
頼
耶
識
説
を
中
心
に
置
い
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し

か
る
に
こ
の
四
重
二
諦
説
は
三
性
説
を
説
く
中
に
見
ら
れ
る
説
で
あ
る
。

（
巧
）

（
略
）
故
に
、
法
相
宗
に
お
い
て
二
諦
説
が
中
心
に
置
か
れ
る
こ
と
は
な
い
」

と
記
し
て
い
る
。
次
に
、
「
唯
識
二
十
頌
」
の
「
二
十
五
頌
の
説
明
の
個
所

に
こ
の
四
重
二
諦
説
が
説
か
れ
る
の
で
あ
る
」
と
し
て
二
十
五
頌
を
引
用
し

て
説
明
し
た
後
、
唐
突
に
「
こ
の
よ
う
な
唯
識
説
で
の
論
理
と
し
て
成
立
し

て
い
る
説
を
利
用
し
て
現
実
的
な
説
話
を
構
成
す
る
理
論
と
し
た
と
は
考
え

（
Ⅲ
）

に
く
い
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
如
何
で
あ
ろ
う
か
」
と
結
論
付
け

て
い
る
。

こ
の
岩
田
論
文
第
四
節
を
読
ん
で
、
氏
は
拙
稿
の
意
図
を
理
解
し
、
『
今

昔
』
研
究
史
や
二
諦
研
究
史
を
踏
ま
え
た
う
え
で
批
判
し
て
い
る
の
か
、
疑

問
に
感
じ
た
。
「
今
昔
」
を
読
み
解
く
う
え
で
最
も
重
要
な
問
題
の
一
つ
に
、

巻
（
二
二
～
三
一
の
い
わ
ゆ
る
「
世
俗
部
」
を
ど
う
読
む
か
と
い
う
問
題

が
あ
る
。
拙
槁
『
今
昔
物
語
集
」
の
「
仏
法
」
と
「
世
俗
」
」
は
、
「
今
昔
』

研
究
史
の
う
え
で
長
く
論
争
が
続
い
て
い
る
「
仏
法
部
」
（
巻
一
～
四
・
巻

六
～
九
・
巻
二
～
二
○
）
と
「
世
俗
部
（
「
王
法
部
」
説
あ
り
）
」
（
巻
五

・
巻
一
○
・
巻
（
こ
こ
～
三
一
）
の
問
題
に
対
し
て
、
仏
教
教
理
の
立
場

か
ら
の
考
察
を
試
み
た
も
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
法
相
宗
の
み
な
ら
ず
、

各
宗
の
二
諦
論
を
検
討
し
た
う
え
で
、
『
今
昔
』
全
巻
は
法
相
宗
四
重
二
諦



の
教
理
に
よ
り
構
成
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
強
い
と
の
試
論
を
提
示
し
て
い

る
の
で
あ
る
。
拙
槁
よ
り
試
論
の
一
端
を
示
せ
ば
、
例
え
ば
、
「
今
昔
』
は

仏
教
説
話
集
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
本
朝
部
の
半
分
が
世
俗
説
話
の
巻
々

一
Ｗ
）

で
あ
る
の
は
何
故
か
と
い
う
問
題
も
、
「
真
俗
相
形
」
を
説
く
法
相
宗
四
重

二
諦
の
教
理
通
り
に
編
蟇
さ
れ
た
と
推
定
す
る
と
、
無
理
な
く
解
決
す
る
。

な
お
、
・
こ
の
問
題
は
、
天
台
宗
の
「
七
重
（
種
）
二
諦
」
や
「
理
内
・
理
外

二
諦
」
の
教
理
で
は
解
決
で
き
な
い
。
こ
の
拙
稿
に
対
す
る
岩
田
論
文
第
四

節
の
記
述
は
、
批
判
の
焦
点
が
ず
れ
て
い
る
と
し
か
言
い
よ
う
が
な
い
。

ま
ず
最
初
の
、
「
法
相
宗
に
お
い
て
二
諦
説
が
中
心
に
置
か
れ
る
こ
と
は

な
い
一
と
い
う
部
分
で
あ
る
が
、
筆
者
は
「
法
相
宗
に
お
い
て
二
諦
説
が
中

心
に
置
か
れ
る
」
と
は
一
言
も
述
べ
て
い
な
い
。
筆
者
が
二
諦
説
を
取
り
上

げ
た
の
は
、
『
今
昔
〆
一
の
「
仏
法
」
部
と
「
世
俗
一
部
は
、
各
宗
で
説
か
れ

て
い
る
「
真
俗
二
諦
」
、
つ
ま
り
、
仏
法
は
「
真
諦
（
第
一
義
諦
、
勝
義
諦
。

究
極
の
立
場
で
の
真
理
）
」
を
、
世
俗
は
「
俗
諦
（
世
俗
諦
、
世
諦
。
世
俗

的
立
場
で
の
真
理
）
」
を
現
す
も
の
で
は
な
い
か
と
推
定
し
た
か
ら
で
あ
る
。

筆
者
は
「
真
俗
二
諦
」
の
問
題
は
仏
教
学
だ
け
の
問
題
で
は
な
く
、
説
話
文

学
全
体
を
考
察
す
る
う
え
で
重
要
な
て
が
か
り
を
与
え
て
く
れ
る
も
の
だ
と

考
え
て
い
る
。
真
諦
の
立
場
か
ら
語
ら
れ
た
説
話
を
。
「
仏
教
説
話
」
、
俗
諦

の
立
場
か
ら
語
ら
れ
た
説
話
を
「
世
俗
説
話
」
と
理
解
し
た
な
ら
ば
、
種
々

の
仏
教
説
話
集
に
「
仏
教
説
話
一
と
「
世
俗
説
話
」
が
混
在
し
て
い
る
理
由

を
説
明
で
き
る
。

拙
槁
で
述
べ
た
よ
う
に
、
二
諦
論
の
歴
史
は
古
く
、
イ
ン
ド
・
中
国
・
日

本
に
わ
た
っ
て
各
宗
の
学
僧
達
が
競
っ
て
研
究
し
、
膨
大
な
研
究
成
果
が
蓄

『
今
昔
物
語
集
」
に
お
け
る
二
諦
説
と
往
生
話

積
さ
れ
て
い
る
。
八
宗
の
祖
と
称
さ
れ
る
龍
樹
が
「
中
論
」
観
四
諦
品
第
二

四
に
「
諸
仏
は
二
諦
に
依
っ
て
、
衆
生
の
た
め
に
法
を
説
く
。
一
に
は
世
俗

諦
を
以
て
し
、
二
に
は
第
一
義
諦
な
り
。
若
し
人
、
能
く
こ
諦
を
分
別
す
る

こ
と
を
知
ら
ざ
れ
ぱ
、
則
ち
深
仏
法
に
於
て
、
真
実
義
を
知
ら
ず
。
若
し
俗

諦
に
依
ら
ざ
れ
ぱ
、
第
一
義
を
得
ず
ゞ
第
一
義
を
得
ざ
れ
ぱ
、
則
ち
浬
檗
を

（
膿
）

得
ず
。
」
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
世
俗
の
言
説
に
よ
ら
な
け
れ
ば
第
一
義

諦
（
真
諦
）
を
説
く
こ
と
は
で
き
ず
、
第
一
義
諦
を
得
な
け
れ
ば
浬
巽
を
得

る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
れ
ほ
ど
重
要
な
問
題
だ
か
ら
こ
そ
、
各
宗
の
学
僧

達
が
こ
ぞ
っ
て
一
真
俗
二
諦
」
に
つ
い
て
研
究
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
氏
は

「
法
相
宗
に
お
い
て
二
諦
説
が
中
心
に
置
か
れ
る
こ
と
は
な
い
」
と
し
、
四

重
二
諦
説
は
「
唯
識
説
で
の
論
理
と
し
て
成
立
し
て
い
る
説
」
だ
と
主
張
し

て
い
る
わ
け
で
あ
る
が
、
「
真
俗
二
諦
」
の
問
題
は
、
一
仏
教
の
大
本
と
い
う

｛
似
）

べ
き
も
の
」
で
、
法
相
宗
に
お
い
て
も
単
な
る
「
論
理
と
し
て
成
立
し
て
い

る
説
‐
一
な
ど
で
は
決
し
て
な
い
。

氏
の
主
張
か
ら
は
、
法
相
宗
で
は
二
諦
説
を
軽
視
し
て
い
た
か
の
よ
う
な

印
象
を
受
け
る
の
で
あ
る
が
、
法
相
宗
で
は
二
諦
説
を
決
し
て
軽
視
し
て
い

な
い
。
法
相
宗
初
祖
の
基
（
六
三
二
～
六
八
二
）
は
、
法
相
宗
の
教
義
で
重

要
な
問
題
二
九
項
目
に
つ
い
て
論
述
し
た
「
大
乗
法
苑
義
林
章
（
七
巻
本
こ

に
「
二
諦
義
」
の
章
を
設
け
て
詳
細
に
論
じ
て
い
る
。
重
要
な
課
題
ば
か
り

が
収
め
ら
れ
た
「
大
乗
法
苑
義
林
章
」
に
「
二
諦
義
“
｜
の
章
が
設
け
て
あ
る

こ
と
や
、
「
成
唯
識
論
述
記
』
（
「
大
正
蔵
四
三
』
）
、
『
成
唯
識
論
掌
中
枢
要
」

（
『
大
正
蔵
四
三
」
）
、
「
説
無
垢
称
経
疏
」
（
『
大
正
蔵
三
八
」
）
な
ど
基
の
他

の
著
作
に
も
二
諦
に
関
す
る
記
述
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
基
が
三
諦
義
」
を



か
な
り
重
視
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。

慈
恩
大
師
基
以
降
も
、
法
相
宗
の
学
僧
達
は
重
要
な
論
題
の
一
つ
と
し
て

「
二
諦
」
に
つ
い
て
の
研
究
を
続
け
て
い
る
。
日
本
法
相
宗
の
学
僧
達
の
著

作
だ
け
を
み
て
も
、
善
珠
（
七
二
三
～
七
九
七
）
「
法
苑
義
鏡
」
巻
三
「
二

諦
章
，
｜
、
護
命
（
七
五
○
～
八
三
四
）
『
大
乗
法
相
研
神
章
』
巻
四
の
「
真
俗

二
諦
」
に
関
す
る
記
述
、
貞
慶
（
二
五
五
～
一
二
一
三
）
『
法
相
宗
初
心

略
要
』
続
篇
「
二
諦
事
」
、
良
遍
（
二
九
四
～
一
二
五
二
）
『
観
心
覚
夢
紗
」

下
巻
「
二
諦
相
依
」
、
基
弁
（
一
七
二
二
～
一
七
九
一
）
『
大
乗
一
切
法
相
玄

論
」
巻
上
「
真
俗
即
離
門
第
三
」
ほ
か
、
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
。
ま
た
、

一
劃
）

か
つ
て
興
福
寺
内
に
「
二
諦
坊
」
と
い
う
僧
坊
さ
え
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
「
二
諦
」
の
問
題
は
我
が
国
の
法
相
宗
学
問
僧
達
に

と
っ
て
も
重
要
な
問
題
で
あ
り
続
け
た
こ
と
が
わ
か
る
。

ま
た
氏
は
、
「
唯
識
三
十
頌
』
の
。
｜
十
五
頌
の
説
明
の
個
所
に
こ
の
四

重
二
諦
説
が
説
か
れ
る
の
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
四
重
二
諦
説
を
説

－
７
△
）

い
た
の
は
法
相
宗
初
祖
の
基
で
あ
り
‐
世
親
『
唯
識
三
十
頌
』
の
二
十
五
頌

に
は
四
重
二
諦
説
は
説
か
れ
て
い
な
い
・
拙
稿
で
述
べ
た
よ
う
に
基
は
、
『
礁

伽
師
地
論
』
巻
六
四
に
記
さ
れ
て
い
る
世
間
世
俗
・
道
理
世
俗
・
証
得
世
俗

一
殉
彗

・
勝
義
世
俗
の
四
種
世
俗
諦
説
と
、
「
成
唯
識
論
」
巻
九
に
記
さ
れ
て
い
る

｛
郡
）

世
間
勝
義
・
道
理
勝
義
・
証
得
勝
義
・
勝
義
勝
義
の
四
種
勝
義
諦
説
を
合
わ

せ
て
「
大
乗
法
苑
義
林
章
』
「
二
諦
義
」
で
四
重
二
諦
説
を
説
い
た
。
四
重

二
諦
説
に
つ
い
て
批
判
し
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
「
唯
識
三
十
頌
』
で
は
な

く
基
「
大
乗
法
苑
義
林
章
」
「
二
諦
義
」
の
記
述
を
も
と
に
論
述
す
べ
き
で

あ
ろ
う
ｃ

基
は
『
大
乗
法
苑
義
林
章
」
「
二
諦
義
」
で
多
く
の
経
論
を
引
用
し
な
が

ら
論
を
進
め
、
最
後
に
一
編
集
し
て
以
て
一
章
と
為
す
所
以
は
、
庶
く
は
後

学
の
徒
に
詳
に
し
て
易
か
ら
し
め
ん
こ
と
を
。
謂
つ
く
し
、
義
千
葉
に
高
く
、

理
万
代
に
光
る
と
。
讃
詠
・
吟
調
、
何
を
以
て
か
其
の
歓
情
を
暢
べ
ん
。
恨

（
群
一

む
る
所
は
、
徒
ら
に
伯
牙
の
琴
を
響
し
、
虚
く
下
和
の
壁
に
尽
き
ん
の
み
。
」

と
締
め
く
く
っ
て
い
る
。
基
が
い
か
に
「
二
諦
」
を
重
視
し
て
い
た
か
が
こ

の
最
後
の
部
分
か
ら
も
明
確
に
窺
え
る
。

こ
の
最
後
の
部
分
で
某
が
記
し
て
い
る
「
伯
牙
の
琴
」
「
下
和
の
壁
」
の

説
話
で
あ
る
が
、
『
大
乗
法
苑
義
林
章
」
の
注
疏
で
あ
る
善
珠
「
法
苑
義
鏡
』

の
巻
三
「
二
諦
章
」
の
末
尾
部
分
で
は
、
実
際
に
漢
文
の
「
伯
牙
之
琴
一
と

（
酒
）

「
下
和
之
壁
」
の
説
話
が
引
用
さ
れ
、
注
解
が
ほ
ど
こ
さ
れ
て
い
る
。
善
珠

「
法
苑
義
鏡
雇
一
の
よ
う
な
学
問
的
著
作
に
お
い
て
も
実
際
に
説
話
が
利
用
さ

れ
て
い
る
事
実
は
注
目
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
な
お
、
一
一
〕
今
昔
一
で
は
巻
一

○
第
四
話
「
震
旦
国
王
、
愚
斬
玉
造
手
語
」
に
「
下
和
の
壁
」
の
説
話
が
収

め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
法
相
宗
学
問
僧
の
説
話
利
用
の
問
題
で
は
、
『
今

昔
」
と
成
立
時
期
が
極
め
て
近
い
承
安
三
年
（
二
七
三
）
に
南
都
法
相
宗

興
福
寺
の
学
問
僧
覚
憲
が
著
し
た
「
三
国
伝
灯
記
」
が
、
『
今
昔
」
と
同
内

容
の
イ
ン
ド
・
中
国
・
日
本
の
説
話
を
多
く
利
用
し
て
い
感
事
例
が
注
目
さ

れ
る
。以

上
、
四
重
二
諦
説
に
関
す
る
批
判
に
答
え
た
。
氏
は
「
唯
識
説
で
の
論

理
と
し
て
成
立
し
て
い
る
説
」
だ
と
述
べ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
が
、
四
重
二

諦
説
は
決
し
て
単
な
る
「
論
理
と
し
て
成
立
し
て
い
る
説
」
な
ど
で
は
な
く
、

初
祖
基
以
降
法
相
宗
の
学
僧
達
は
二
諦
説
を
重
大
な
問
題
と
認
識
し
、
詳
細

四



岩
田
論
文
「
五
、
法
相
宗
の
行
位
説
と
往
生
話
」
は
、
法
相
宗
の
五
姓
各

別
説
や
行
位
説
を
紹
介
し
な
が
ら
、
法
相
宗
の
学
問
僧
が
「
今
昔
”
一
を
「
編

｛
刀
）

纂
す
る
と
は
容
易
に
考
え
ら
れ
な
い
一
と
い
う
こ
と
を
述
べ
よ
う
と
し
た
節

で
あ
る
。

氏
は
ま
ず
、
法
相
宗
は
五
姓
各
別
説
で
絶
対
に
成
仏
で
き
な
い
者
を
認
め

て
い
る
の
に
対
し
て
、
天
台
宗
は
「
法
華
経
ゞ
一
や
「
浬
藥
経
一
に
依
っ
て
生

な
研
究
を
続
け
た
こ
と
が
わ
か
る
。
か
つ
て
興
福
寺
内
に
存
在
し
た
「
二
諦

坊
」
と
い
う
僧
坊
も
、
二
諦
の
問
題
を
真
剣
に
考
え
た
学
僧
が
か
つ
て
興
福

寺
に
い
た
こ
と
を
窺
わ
せ
、
興
味
深
い
。
筆
者
は
、
「
今
昔
』
編
者
は
南
都

法
相
宗
興
福
寺
の
学
僧
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
と
推
定
し
て
い
る
の
で
あ
る

が
、
法
相
宗
学
僧
達
の
二
諦
研
究
史
を
ふ
ま
え
た
う
え
で
『
今
昔
」
の
二
諦

説
利
用
の
問
題
を
再
検
討
し
て
も
、
全
く
違
和
感
は
感
じ
ら
れ
な
い
。
『
今

昔
」
の
一
仏
法
」
部
と
「
世
俗
」
部
は
各
宗
で
説
か
れ
て
い
る
一
真
俗
二
諦
」

を
現
す
も
の
と
推
定
し
、
各
宗
の
二
諦
説
を
検
討
す
る
と
、
三
論
宗
の
二
諦

説
も
天
台
宗
の
二
諦
説
も
『
今
昔
」
の
構
成
に
合
致
せ
ず
、
法
相
宗
四
重
二

諦
説
の
み
が
合
致
す
る
と
い
う
拙
槁
の
考
察
結
果
を
、
岩
田
氏
は
全
く
無
視

し
て
い
る
。
合
致
す
る
と
い
う
考
察
結
果
を
全
く
無
視
し
、
根
拠
も
示
さ
ず

一
方
的
に
「
唯
識
説
で
の
論
理
と
し
て
成
立
し
て
い
る
説
を
利
用
し
て
現
実

的
な
説
話
を
構
成
す
る
理
論
と
し
た
と
は
考
え
に
く
い
よ
う
に
考
え
ら
れ

る
一
と
批
判
的
感
想
を
記
し
て
い
る
点
に
は
疑
問
を
呈
さ
ざ
る
を
え
な
い
。

二
、
五
姓
各
別
説
と
往
生
話

「
今
昔
物
語
集
」
に
お
け
る
二
諦
説
と
往
生
話

命
あ
る
も
の
す
ゞ
へ
て
が
「
仏
に
成
れ
る
」
こ
と
を
積
極
的
に
認
め
て
い
る
か

ら
、
「
往
生
話
や
成
仏
話
が
多
く
含
ま
れ
る
『
今
昔
一
一
を
法
相
宗
の
僧
侶
が

編
纂
し
た
と
す
る
考
え
方
に
疑
問
を
与
え
る
こ
と
に
な
り
は
し
な
い
潅
一
と

述
べ
て
い
る
。

岩
田
論
文
の
批
判
は
、
法
相
教
学
は
一
切
衆
生
悉
有
仏
性
説
を
認
め
な
い

教
学
集
団
だ
か
ら
、
法
相
宗
の
三
時
教
判
の
中
に
、
一
乗
思
想
や
仏
性
説
を

一
羽
）

説
く
「
法
華
経
』
や
『
浬
檗
経
」
を
取
り
入
れ
る
こ
と
は
「
不
可
能
」
だ
と

い
う
大
前
提
の
上
に
立
っ
て
展
開
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
第
五
節
の
批
判
も
第

三
節
「
法
相
宗
三
時
教
判
と
「
今
昔
」
」
と
同
工
の
問
題
の
繰
り
返
し
と
な

一
別
」

っ
て
い
る
。
こ
の
問
題
に
関
し
て
は
‐
拙
稿
「
法
相
教
学
と
「
今
昔
物
語
集
」
」

で
述
べ
た
よ
う
に
、
法
相
宗
が
一
切
衆
生
悉
有
仏
性
説
を
認
め
な
い
教
学
集

団
で
あ
る
と
い
う
こ
と
と
、
法
相
宗
三
時
教
判
中
に
「
法
華
経
」
が
含
ま
れ

る
か
否
か
と
い
う
こ
と
は
全
く
別
の
問
題
で
あ
る
。
法
相
宗
は
一
切
衆
生
悉

有
仏
性
説
を
認
め
な
い
教
学
集
団
だ
が
法
相
宗
三
時
教
判
中
に
『
法
華
経
』

を
取
り
入
れ
る
こ
と
は
「
可
能
」
だ
と
理
論
づ
け
た
の
で
あ
る
。

『
法
華
経
」
に
お
け
る
．
乗
」
思
想
に
関
し
て
も
、
法
相
宗
初
祖
基
は
、

五
姓
各
別
説
に
立
っ
て
、
「
法
華
経
」
の
説
く
「
一
乗
」
を
密
意
一
乗
と
し
、

（
川
）

不
定
種
姓
に
対
す
る
方
便
説
と
論
じ
て
い
る
。
｜
三
乗
」
思
想
に
立
つ
法
相

宗
の
側
か
ら
す
れ
ば
、
「
法
華
経
」
に
お
け
る
「
一
乗
一
思
想
の
問
題
は
理

論
的
に
既
に
解
決
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
理
論
を
認
め

な
い
天
台
宗
な
ど
の
学
問
僧
が
反
論
を
提
示
し
、
そ
れ
に
対
し
法
相
宗
側
か

ら
も
再
反
論
が
提
示
さ
れ
、
さ
ら
に
再
々
反
論
が
提
示
さ
れ
る
と
い
う
よ
う

に
し
て
、
こ
の
一
三
一
権
実
」
問
題
は
数
百
年
間
に
わ
た
っ
て
論
争
が
続
い

五



一
死
）

た
。
『
今
昔
』
が
成
立
し
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る
平
安
時
代
末
期
に
お
い
て

も
こ
の
対
立
状
況
は
変
わ
っ
て
お
ら
ず
、
こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
、
「
今

昔
』
編
者
は
三
一
乗
の
法
相
側
に
立
っ
て
い
る
の
か
、
一
乗
の
天
台
側
に
立
っ

て
い
る
の
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
氏
は
、
一
乗
を
説
く
『
法
華
経
』
霊
験
諄

や
往
生
話
が
多
く
あ
る
か
ら
『
今
昔
」
編
者
は
五
姓
各
別
説
に
立
つ
法
相
宗

側
の
者
で
は
な
い
と
考
え
て
い
る
よ
う
で
坐
め
る
が
、
法
相
宗
で
は
「
五
姓
各

（
卵
｝

別
説
に
立
っ
て
、
｜
乗
を
理
解
し
た
」
の
で
あ
る
か
ら
、
『
今
昔
」
編
者
が

五
姓
各
別
説
に
立
つ
法
相
宗
側
の
者
で
あ
っ
て
も
教
理
的
に
全
く
問
題
は
な

く
、
氏
の
批
判
は
説
得
力
を
持
た
な
い
。

『
今
昔
』
に
往
生
話
が
多
く
含
ま
れ
る
点
を
ど
う
理
解
す
る
か
と
い
う
問

題
に
関
し
て
は
、
拙
稿
「
『
今
昔
物
語
集
」
と
『
日
本
往
生
極
楽
記
』
の
関

係
」
で
自
説
を
述
べ
た
の
で
詳
し
く
は
そ
れ
に
譲
る
が
、
そ
の
一
部
を
以
下

〈
卿
）

に
示
し
て
お
く
。
す
な
わ
ち
、
「
今
昔
」
は
、
’
一
．
日
本
往
生
極
楽
記
」
や
『
大

日
本
国
法
華
経
験
記
一
な
ど
に
所
収
さ
れ
て
い
る
天
台
系
の
説
話
素
材
を
大

量
に
受
容
し
な
が
ら
も
、
独
自
の
構
想
の
も
と
に
、
法
相
宗
の
立
場
が
反
映

す
る
よ
う
な
構
成
・
内
容
と
な
る
よ
う
に
工
夫
し
た
と
推
定
さ
れ
る
（
「
往

生
（
解
脱
）
」
を
巻
主
題
と
す
る
巻
一
五
を
阿
弥
陀
浄
土
往
生
潭
で
統
一
せ

ず
、
法
相
宗
で
重
視
さ
れ
た
兜
率
浄
土
往
生
諄
を
も
意
図
的
に
所
収
し
た
り
、

巻
一
五
の
巻
頭
１
～
４
話
に
〈
著
名
な
南
都
学
問
僧
が
南
都
浄
土
教
に
よ
り

往
生
し
た
話
群
〉
を
配
す
る
等
々
の
工
夫
が
行
わ
・
型
』
い
る
）
・
興
福
寺
法

相
宗
か
ら
は
、
善
珠
以
降
、
善
謝
、
玄
賓
、
昌
海
、
定
照
（
昭
）
、
渭
海
、

教
懐
、
実
範
等
々
、
続
々
と
浄
土
教
家
が
輩
出
し
た
（
例
え
ば
、
興
福
寺
学

問
僧
定
照
は
、
興
福
寺
に
一
乗
院
を
開
き
常
に
一
法
華
経
」
を
講
し
、
浄
土

往
生
を
欣
求
し
た
と
さ
れ
る
熱
心
な
「
法
華
経
』
持
経
者
で
あ
っ
た
）
。
『
法

華
経
」
関
係
説
話
が
多
く
あ
る
か
ら
『
今
昔
』
が
天
台
成
立
で
あ
る
と
い
う

考
え
方
は
、
検
討
し
直
す
必
要
が
あ
る
よ
う
に
判
じ
ら
れ
る
。
筆
者
は
、
『
今

（
お
一

昔
』
巻
一
五
は
、
「
法
相
系
浄
土
教
」
の
立
場
で
編
纂
が
試
み
ら
れ
た
も
の

で
あ
ろ
う
と
推
定
し
て
い
る
。

天
台
と
法
相
の
対
立
に
関
し
て
、
氏
は
、
「
こ
の
法
門
の
相
罎
に
関
し
て
、

伝
教
大
師
最
澄
と
法
相
宗
の
得
一
と
の
間
に
論
争
が
行
わ
れ
た
。
」
と
記
し

た
り
、
有
名
な
「
応
和
の
宗
論
」
で
天
台
宗
の
良
源
と
法
相
宗
の
仲
（
中
）

算
が
論
争
し
た
『
法
華
経
』
方
便
品
の
「
無
一
不
成
仏
」
の
理
解
の
対
立
に

（
亜
）

つ
じ
』
紹
介
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
一
法
門
の
相
違
」
に
関
す
る
歴
史
的
事

実
を
述
べ
た
だ
け
で
、
『
今
昔
一
一
編
者
が
三
乗
の
法
相
側
に
立
っ
て
い
る
の

か
一
乗
の
天
台
側
に
立
っ
て
い
る
の
か
と
い
う
問
題
を
判
断
す
る
材
料
に
は

全
く
な
っ
て
い
な
い
。
そ
れ
を
判
断
す
る
た
め
に
は
、
『
今
昔
』
で
は
ど
う

表
現
さ
れ
て
い
る
の
か
を
調
べ
る
必
要
が
あ
る
。
『
今
昔
』
編
者
が
法
相
側

の
者
で
は
な
い
と
い
う
氏
の
主
張
が
正
し
い
な
ら
ば
、
「
誇
法
者
」
・
「
鹿
食

者
」
（
『
守
護
国
界
章
」
）
な
ど
と
最
澄
が
自
著
で
口
を
極
め
て
罵
倒
し
た
論

敵
得
一
に
対
し
て
、
最
澄
と
同
様
の
罵
倒
表
現
を
使
う
は
ず
で
あ
る
。
と
こ

ろ
が
一
今
昔
』
編
者
は
、
巻
一
七
第
沙
話
に
登
場
す
る
得
一
に
対
し
て
一
得

一
菩
薩
」
と
「
菩
薩
」
号
を
付
し
て
記
し
て
い
る
。
天
台
側
の
論
敵
で
あ
る

三
、
天
台
・
法
相
の
対
立
と
行
位
説

一
、

ユ
ク
ノ



法
相
宗
の
学
問
僧
に
対
す
る
一
一
今
昔
」
の
特
別
の
敬
称
表
現
の
付
与
は
得
一

だ
け
で
は
な
い
。
氏
が
理
解
の
対
立
を
紹
介
し
た
「
応
和
の
宗
論
」
に
お
け

る
法
相
宗
の
仲
（
中
）
算
に
対
し
て
、
『
今
昔
」
は
巻
二
八
第
８
話
で
「
中

算
ハ
止
事
元
キ
学
生
也
ケ
ル
」
、
巻
三
一
第
型
話
で
「
中
算
只
人
ニ
ハ
非
ザ

リ
ケ
リ
ー
と
記
し
て
い
る
。
ま
た
、
日
本
仏
教
伝
来
史
・
諸
寺
縁
起
の
話
群

が
所
収
さ
れ
て
い
る
巻
一
一
に
お
い
て
は
、
法
相
宗
の
学
問
僧
の
み
に
「
権

一
噸
》

（
Ⅶ
一

者
」
「
化
人
」
な
ど
の
特
別
の
敬
称
表
現
が
付
さ
れ
て
い
る
。
天
台
宗
の
論

敵
で
あ
る
法
相
宗
の
学
問
僧
達
に
対
し
、
「
今
昔
』
が
特
別
の
敬
称
表
現
を

付
与
し
て
い
る
事
実
を
ど
う
理
解
す
れ
ば
よ
い
の
で
あ
ろ
う
。
や
は
り
筆
者

に
は
、
「
今
昔
」
編
者
が
法
相
側
の
人
物
で
あ
っ
た
根
拠
の
一
端
を
示
す
事

例
と
し
か
思
え
な
い
の
で
あ
る
が
、
い
か
が
で
あ
ろ
う
か
。

次
に
、
岩
田
論
文
第
五
節
で
問
題
と
さ
れ
て
い
る
行
位
説
に
つ
い
て
み
て

み
る
こ
と
と
す
る
。
氏
は
、
深
浦
正
文
氏
の
著
信
に
よ
っ
て
法
相
宗
の
行
位

説
を
紹
介
し
、
｜
そ
れ
は
『
法
華
経
』
「
浬
梁
経
一
一
の
説
く
一
．
仏
乗
・
仏
性
な

（
判
）

ど
の
思
想
と
大
き
く
異
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
菩
薩
の
階
位
に
関
し
て
は
各

（
抱
一

宗
に
よ
っ
て
諸
説
が
あ
り
、
法
相
宗
の
行
位
説
と
天
台
宗
の
行
位
説
が
異
な

る
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。
氏
は
、
法
相
と
天
台
が
教
理
的
に
い
か
に
違

う
か
を
示
す
た
め
に
行
位
説
を
紹
介
し
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
法
相
と
天
台
が

教
理
的
に
違
う
の
は
当
然
の
こ
と
で
、
両
者
の
違
い
に
関
す
る
事
例
は
い
く

ら
で
も
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
問
題
は
、
そ
れ
が
「
今
昔
』
の
問
題
と
ど

う
関
係
す
る
の
か
で
あ
り
、
そ
れ
を
氏
は
全
く
説
明
し
て
い
な
い
。
「
そ
の

立
場
に
は
雲
泥
の
差
が
あ
る
一
等
と
氏
が
い
く
ら
天
台
と
法
相
の
対
立
に
つ

い
て
強
調
し
て
も
、
『
今
昔
一
一
で
は
ど
う
な
の
か
を
常
に
示
し
な
が
ら
論
じ

「
今
昔
物
語
集
』
に
お
け
る
二
諦
説
と
往
生
話

な
け
れ
ば
、
拙
論
へ
の
批
判
と
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

岩
田
論
文
で
は
、
同
一
の
「
疑
問
」
が
何
度
も
繰
り
返
し
示
さ
れ
て
い
る

わ
け
で
あ
る
が
、
第
五
節
の
最
後
で
も
、
ま
た
第
三
節
「
法
相
宗
三
時
教
判

と
『
今
昔
』
」
と
同
じ
疑
問
が
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
。
氏
は
、
『
法
華
経
」
と

「
解
深
密
経
」
と
の
融
合
を
求
め
た
者
と
し
て
良
遍
を
あ
げ
、
「
鎌
倉
時
代

（
鞆
｝

の
良
遍
に
至
っ
て
よ
う
や
く
そ
の
こ
と
を
明
言
し
た
よ
う
で
あ
る
」
と
し
て

良
遍
「
唯
識
二
巻
抄
』
の
文
「
法
花
ト
唯
識
ト
ハ
又
是
一
体
ナ
リ
」
を
再
度

引
用
し
て
い
る
。
さ
ら
に
氏
は
、
日
蓮
の
『
開
目
抄
』
に
「
法
相
の
玄
共
三

蔵
・
慈
恩
大
師
等
読
て
云
く
、
深
密
経
と
法
華
経
と
は
同
く
唯
識
の
法
門
に

し
て
第
三
時
の
教
、
六
難
の
内
な
り
」
と
あ
り
、
「
当
時
、
そ
の
よ
う
な
考

え
方
が
あ
っ
た
こ
と
を
紹
介
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
が
有
っ
た
と
は

い
え
、
法
相
宗
の
学
問
僧
の
手
に
よ
っ
て
「
今
昔
」
が
編
纂
さ
れ
た
と
す
る

一
判
）

考
え
に
は
に
わ
か
に
賛
成
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
」
と
主
張
し
て
い
る
。

前
節
で
も
述
ゞ
へ
た
よ
う
に
、
こ
の
問
題
に
関
し
て
は
、
拙
稿
一
法
相
教
学

（
蝦
）

と
「
今
昔
物
語
集
」
」
で
既
に
答
え
た
。
法
相
宗
初
祖
基
自
身
が
『
法
華
玄

賛
」
巻
第
一
之
本
（
『
大
正
蔵
三
四
』
）
等
で
「
法
華
経
」
は
「
解
深
密
経
』

『
金
光
明
経
』
『
浬
藥
経
』
『
華
厳
経
」
等
と
と
も
に
第
三
時
中
に
含
ま
れ
る

と
明
言
し
て
お
り
、
法
相
宗
三
時
教
判
の
「
第
三
時
教
に
は
理
論
と
し
て
は
、

『
法
華
経
」
「
浬
藥
経
」
を
含
む
こ
と
に
無
理
が
あ
る
」
と
い
う
氏
の
主
張

は
成
立
し
え
な
い
。
こ
れ
は
法
相
教
学
で
は
初
祖
以
来
の
「
常
識
」
で
あ
る
。

一
開
目
抄
」
に
「
法
相
の
玄
芙
三
蔵
・
慈
恩
大
師
等
読
て
云
く
、
深
密
経
と

法
華
経
と
は
同
く
唯
識
の
法
門
に
し
て
第
三
時
の
教
、
六
難
の
内
な
り
一
と

あ
る
の
は
、
唯
識
教
学
を
学
ん
だ
こ
と
が
あ
る
と
推
定
さ
れ
る
日
蓮
が
、
玄

七



以
上
、
本
稿
で
は
、
「
今
昔
」
南
都
成
立
疑
問
説
を
主
張
す
る
岩
田
論
文

の
中
か
ら
、
第
四
節
一
法
相
宗
四
重
二
諦
説
一
と
第
五
節
「
法
相
宗
の
行
位

説
と
往
生
話
」
に
述
べ
ら
れ
た
問
題
に
対
し
て
、
「
法
相
教
学
の
基
本
的
立

場
」
か
ら
疑
問
に
答
え
た
。

岩
田
論
文
第
四
節
の
批
判
は
根
拠
の
な
い
批
判
的
感
想
で
あ
り
、
第
五
節

の
批
判
も
『
今
昔
』
と
の
関
係
を
全
く
無
視
し
て
ひ
た
す
ら
天
台
宗
と
法
相

宗
が
教
理
的
に
い
か
に
異
な
る
か
を
強
調
し
、
根
拠
の
な
い
批
判
を
繰
り
返

す
だ
け
の
も
の
で
あ
っ
た
。
天
台
宗
と
法
相
宗
が
教
理
的
に
異
な
る
の
は
当

然
の
こ
と
で
あ
る
。
氏
が
い
く
ら
天
台
と
法
相
の
対
立
に
つ
い
て
強
調
し
て

も
、
そ
れ
が
「
今
昔
」
の
問
題
と
ど
う
関
係
す
る
の
か
を
具
体
的
に
示
し
な

が
ら
論
じ
な
け
れ
ば
、
拙
論
へ
の
批
判
と
は
な
ら
な
い
。
焦
点
が
ず
れ
た
批

判
や
、
根
拠
を
示
さ
な
い
批
判
的
感
想
を
繰
り
返
す
だ
け
の
岩
田
論
文
第
四

節
と
第
五
節
の
批
判
は
、
前
稿
「
法
相
教
学
と
「
今
昔
物
語
集
』
」
で
考
察

し
た
岩
田
論
文
第
一
～
三
節
の
批
判
と
同
様
に
不
当
な
も
の
で
あ
り
、
全
く

成
立
し
え
な
い
も
の
で
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

葵
・
慈
恩
と
受
け
継
が
れ
た
法
相
宗
三
時
教
判
の
理
論
を
正
し
く
認
識
し
て

い
た
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
決
し
て
「
当
時
、
そ
の
よ
う
な
考
え
方
が
あ
っ

た
こ
と
を
紹
介
し
て
い
る
」
わ
け
で
は
な
い
。
良
遍
の
一
乗
三
乗
融
合
説
と

法
相
宗
三
時
教
判
の
問
題
は
全
く
別
の
問
題
で
あ
り
、
第
五
節
最
後
で
述
べ

ら
れ
て
い
る
氏
の
批
判
は
全
く
意
味
を
な
さ
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

結
言五
口ロ

な
お
、
相
承
の
問
題
に
つ
い
て
の
批
判
が
記
さ
れ
て
い
る
岩
田
論
文
第
六

節
『
今
昔
一
一
に
お
け
る
法
相
宗
僧
侶
の
相
承
一
に
対
す
る
筆
者
の
考
察
は
、

《
妬
）

別
稿
に
譲
っ
た
。

注

（
１
）
安
田
章
氏
編
『
鈴
鹿
本
今
昔
物
語
集
ｌ
影
印
と
考
証
』
（
京
都
大
学
学
術

出
版
会
、
一
九
九
七
・
５
）
。

（
２
）
池
上
洵
一
氏
「
鈴
鹿
本
を
見
つ
め
る
」
（
注
１
著
書
『
鈴
鹿
本
今
昔
物
語

集
ｌ
影
印
と
考
証
」
、
五
○
○
頁
）
。

（
３
）
古
川
路
明
氏
他
「
鈴
鹿
本
今
昔
物
語
集
の
年
代
測
定
」
（
注
１
著
書
『
鈴

鹿
本
今
昔
物
語
集
Ｉ
影
印
と
考
証
』
、
五
三
二
頁
）
。

（
４
）
酒
井
憲
二
氏
「
再
び
伴
信
友
に
導
か
れ
て
今
昔
物
語
集
の
成
立
に
つ
い
て

考
え
る
」
（
「
国
語
国
文
」
一
九
八
二
・
９
）
。

（
５
）
注
１
著
書
所
収
池
上
氏
論
文
、
五
○
一
頁
。
池
上
洵
一
氏
『
「
今
昔
物
語

集
一
の
世
界
中
世
の
あ
け
ぼ
の
』
（
筑
摩
書
房
・
一
九
八
三
）
、
一
六
頁
。

（
６
）
注
１
著
書
所
収
池
上
氏
論
文
、
五
○
一
頁
。

（
７
）
酒
井
憲
二
氏
「
伴
信
友
の
鈴
鹿
本
今
昔
物
語
集
研
究
に
導
か
れ
て
」
（
「
国

語
国
文
」
一
九
七
五
・
旧
）
、
田
口
和
夫
氏
「
今
昔
物
語
集
「
鈴
鹿
本
」
興

福
寺
内
書
写
の
こ
と
」
（
「
説
話
」
一
九
七
八
‐
５
）
。

（
８
）
高
橋
貢
氏
一
今
昔
物
語
集
撰
者
考
」
（
｜
日
本
文
学
研
究
ｕ
」
一
九
七
六
・

Ⅱ
）
、
池
上
洵
一
氏
「
今
昔
物
語
集
の
成
立
Ｅ
つ
い
て
」
（
「
説
話
文
学
研
究

胆
」
一
九
七
七
・
６
）
、
ほ
か
。

（
９
）
拙
稿
①
二
今
昔
物
語
集
』
天
竺
部
仏
伝
説
話
の
意
味
す
る
も
の
ｌ
法
相

八



宗
三
時
教
判
と
の
関
係
ｌ
」
（
「
論
究
日
本
文
学
」
第
五
七
号
、
’
九
九
二
・

Ｅ
）
。
②
『
今
昔
物
語
集
』
天
竺
部
の
年
代
分
布
ｌ
「
仏
後
」
「
仏
前
」
の

意
味
す
る
も
の
ｌ
」
（
「
仏
教
文
学
」
第
一
七
号
、
一
九
九
三
・
３
）
。
③

弓
今
昔
物
語
集
』
に
お
け
る
一
今
昔
」
の
意
味
ｌ
法
相
宗
教
理
と
の
関
係

ｌ
」
（
「
語
源
研
究
」
第
二
四
号
、
一
九
九
三
・
皿
。
『
国
文
学
年
次
別
論
文

集
（
平
成
五
年
、
中
古
）
』
朋
文
出
版
に
転
載
）
。
④
「
『
今
昔
物
語
集
一
の

「
仏
法
」
と
「
世
俗
」
ｌ
法
相
宗
四
重
二
諦
と
の
関
係
ｌ
」
（
「
説
話
文
学
研

究
」
第
二
九
号
、
一
九
九
四
・
６
）
．
⑤
弓
今
昔
物
語
集
』
と
『
三
国
伝
灯

記
」
ｌ
南
都
法
相
系
成
立
説
の
一
徴
証
」
（
福
田
晃
氏
他
編
『
唱
導
文
学
研

究
第
一
集
』
三
弥
井
書
店
・
一
九
九
六
）
．
⑥
「
説
話
集
の
方
法
ｌ
今
昔

物
語
集
を
中
心
に
ｌ
」
（
高
橋
伸
幸
氏
他
編
『
講
座
日
本
の
伝
承
文
学
第

四
巻
』
三
弥
井
書
店
・
一
九
九
六
）
。
⑦
「
「
今
昔
物
語
集
一
一
と
『
日
本
往
生

極
楽
記
』
の
関
係
ｌ
南
都
法
相
系
成
立
説
の
一
徴
証
ｌ
」
（
渡
辺
隆
生
氏
編

『
仏
教
思
想
文
化
史
論
叢
』
永
田
文
昌
堂
・
一
九
九
七
刊
行
予
定
）
。

（
叩
）
今
成
元
昭
氏
編
『
仏
教
文
学
の
構
想
」
（
新
典
社
・
’
九
九
六
）
所
収
。

（
Ⅲ
）
注
９
の
拙
槁
①
～
④
。

（
皿
）
注
川
著
書
所
収
岩
田
論
文
、
’
九
二
頁
。

（
旧
）
「
立
命
館
文
学
」
第
五
五
二
号
、
一
九
九
七
掲
載
予
定
。

（
卿
）
注
９
の
拙
槁
④
。

（
旧
）
注
川
著
書
所
収
岩
田
論
文
、
’
八
五
頁
。

（
脂
）
注
川
著
書
所
収
岩
田
論
文
、
一
八
六
頁
。

（
Ｆ
）
唯
識
教
理
の
真
俗
観
は
「
相
形
相
対
の
上
に
立
つ
」
（
深
浦
正
文
氏
『
唯

識
学
研
究
下
巻
（
教
義
論
）
」
永
田
文
昌
堂
・
一
九
五
四
、
五
七
八
頁
・
）
と

『
今
昔
物
語
佳
芭
に
お
け
る
二
諦
説
と
往
生
話

さ
れ
る

（
服
）
国
訳
一
切
経
版
『
中
諭
』
、
一
二
四
～
’
二
五
頁
。
『
大
正
蔵
三
○
』
、
三

二
頁
Ｃ
～
三
三
頁
ａ
。
な
お
、
龍
樹
の
こ
の
有
名
な
三
偶
に
つ
い
て
、
小
川

一
乗
氏
。
即
」
の
仏
道
ｌ
龍
樹
に
お
け
る
聖
と
俗
の
関
係
ｌ
」
（
日
本
仏
教

学
会
編
『
仏
教
に
お
け
る
聖
と
俗
』
平
楽
寺
書
店
・
一
九
九
四
、
所
収
）
は
、

「
こ
こ
で
は
「
言
語
慣
習
」
は
虚
妄
な
世
俗
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ

れ
を
手
段
と
し
な
け
れ
ば
勝
義
は
説
示
さ
れ
な
い
と
い
う
こ
と
、
そ
の
こ
と

だ
け
を
龍
樹
は
述
鎮
へ
て
い
る
の
で
あ
る
」
（
四
○
頁
）
と
述
べ
て
い
る
。

（
旧
）
注
げ
の
深
浦
正
文
氏
『
唯
識
学
研
究
下
巻
（
教
義
論
三
＄
五
六
八
頁
。

（
酌
）
興
福
寺
藏
「
興
福
寺
伽
藍
春
日
社
境
内
絵
図
」
。
「
二
諦
坊
」
の
と
こ
ろ
に

付
さ
れ
た
注
記
に
よ
る
と
、
本
図
が
作
成
さ
れ
た
江
戸
期
に
は
、
す
で
に
僧

坊
そ
の
も
の
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

（
訓
）
注
げ
の
深
浦
正
文
氏
「
唯
識
学
研
究
下
巻
（
教
義
論
匡
、
五
六
九
頁
。

（
型
）
『
大
正
蔵
三
○
」
、
六
五
四
頁
Ｃ
。

（
あ
）
『
大
正
蔵
三
こ
、
四
八
頁
ａ
。

（
型
）
国
訳
一
切
経
版
「
大
乗
法
苑
義
林
章
』
、
一
四
五
頁
。
『
大
正
蔵
四
五
』
、

二
九
四
頁
ａ
。

（
お
）
『
日
本
大
蔵
経
』
宗
典
部
、
法
相
宗
章
疏
一
、
一
九
七
～
一
九
八
頁
。

（
調
）
注
９
の
拙
稿
⑤
「
今
昔
物
語
集
一
と
『
三
国
伝
灯
記
』
」
参
照
。

（
刀
）
注
肥
著
書
所
収
岩
田
論
文
、
一
八
九
頁
。

（
羽
）
注
旧
著
書
所
収
岩
田
論
文
、
一
八
六
頁
。

（
汐
）
注
川
著
書
所
収
岩
田
論
文
、
一
八
○
頁
。

（
列
）
注
旧
所
収
論
文
。

九



（
弧
）
基
一
．
大
乗
法
苑
義
林
章
』
巻
第
一
之
末
（
『
大
正
蔵
四
五
』
、
二
六
六
頁
ｂ
）
・

中
村
端
隆
氏
「
西
蔵
訳
正
法
蓮
華
註
と
法
華
玄
賛
に
見
ら
れ
る
三
草
二
木
嶮
」

（
坂
本
幸
男
氏
編
『
法
華
経
の
中
国
的
展
開
』
平
楽
寺
書
店
・
一
九
七
二
、

所
収
）
、
七
一
二
頁
。

（
粟
二
岩
波
仏
教
辞
典
」
（
岩
波
書
店
・
一
九
八
九
）
、
「
一
一
二
権
実
」
の
項
参
照
。

（
お
）
稲
荷
日
宣
氏
『
法
華
経
一
乗
思
想
の
研
究
』
（
山
喜
房
仏
書
林
・
一
九
七

（
”
）
注
９
の
拙
稿
⑥
「
説
話
集
の
方
法
」
参
照
。

（
㈹
）
深
浦
正
文
氏
『
唯
識
論
解
説
』
（
龍
谷
大
学
出
版
部
・
修
訂
再
版
一
九
三

（
幻
）
注
Ⅲ
著
書
所
収
岩
田
論
文
、
一
八
九
頁
。

（
犯
）
「
神
仏
が
自
ら
仮
に
形
を
変
え
て
人
と
な
っ
て
現
わ
れ
た
者
。
権
者
。
一
（
中

村
元
氏
著
『
仏
教
語
大
辞
典
』
東
京
書
籍
・
縮
刷
版
一
九
八
一
、
「
化
人
」

（
死
）
注
Ⅲ
著
書
所
収
岩
田
論
文
、

五
）
、
一
一
○
頁
。

（
弧
）
注
９
の
拙
稿
、

（
お
）
佐
藤
哲
英
氏
一

第
一
章
第
二
節

立
史
の
研
究
」
（
小

浄
土
教
」
参
照
。

へへ へ
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）
注
川
著
書
所
収
岩
田
論
文
、
一
八
九
頁
。

）
多
屋
頼
俊
氏
他
編
「
［
新
版
］
仏
教
学
辞
典
』
法
蔵
館
・
一
九
九
五
、
「
菩

薩
の
階
位
一
の
項
参
照
。

の
項
） 注

９
の
拙
稿
⑦
。

佐
藤
哲
英
氏
「
叡
山
浄
土
教
の
研
究
』
（
百
華
苑
・
一
九
七
九
）
、
第
一
部

一
章
第
二
節
「
南
都
浄
土
教
」
。
井
上
光
貞
著
作
集
七
「
日
本
浄
土
教
成

史
の
研
究
」
（
岩
波
書
店
・
一
九
八
五
）
、
第
一
章
第
二
節
「
南
都
六
宗
の

’
八
七
頁
。

一
八
九
頁
。

（
梱
）
（
“
）
注
川
著
書
所
収
岩
田
論
文
、
一
九
○
頁
）

（
咽
）
注
Ｂ
所
収
論
文
。

（
妬
）
拙
稿
『
今
昔
物
語
集
』
と
法
相
宗
の
相
承
Ｉ
こ
と
に
南
都
成
立
疑
問
説

に
関
し
て
’
二
「
新
見
女
子
短
期
大
学
紀
要
」
第
一
八
巻
、
一
九
九
七
・
ｕ
）
、

掲
載
予
定
。

（
は
ら
だ
・
の
ぶ
ゆ
き
新
見
女
子
短
期
大
学
專
任
講
師
）

○


